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部門  稲  対象  普及  

課題名：飼料用米専用品種「べこあおば」の低コスト多収生産技術  

［要約］飼料用米専用品種「べこあおば」は、栽植密度 18 株/m２で、牛ふん堆肥を１ｔ

/10a、基肥－穂肥の窒素を６－３kg/10a 施用して栽培することにより、安定的に多収を

得ることが出来る。また、成熟期以降も脱粒等による減収が少なく、耐倒伏性にも優れ

るため、立毛乾燥を行うことにより乾燥費の低減が期待できる。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 飼料用米、「べこあおば」、穂肥窒素、立毛乾燥  

実施機関名  主  査 農林総合研究センター・生産技術部・水田作研究室  

 協力機関 農林総合研究センター・生産環境部・土壌環境研究室  

実施期間  ２００９年度～２０１１年度  

［目的及び背景］ 

 飼料用米生産については、飼料用米の生産価格が非常に低く設定されるため、省力で

低コスト、多収栽培技術の確立が必要である。そこで、本県の栽培条件に適し、収量性

の高い飼料用米専用品種「べこあおば」を供試し、家畜ふん堆肥を施用した条件で多収

となる栽培方法を明らかにする。 

 

［成果内容］ 

１ 栽植密度を 18 株/m２とすると、栽植密度 14 株/m２より粗玄米重が 17kg/10a 増加す

る（図１）。 

２ 基肥窒素を６kg/10a 施用すると、年次による変動が少なく安定した粗玄米重が得ら

れる（図１）。 

３ 穂肥窒素を出穂 18～10 日前に３kg/10a 施用すると、粗玄米重が 62kg/10a 増加する

（図１）。 

４ 壌土の半湿田において、栽植密度を 18 株/m２とし、牛ふん堆肥を１ｔ/10a、基肥－

穂肥窒素を６－３kg/10a 施用することにより 823kg/10a の粗玄米重を得られた（図１）。 

５ 成熟後も脱粒等による減収が少なく、耐倒伏性が強いため、立毛乾燥に向く（表１）。 

６ 成熟後、晴天で７日立毛乾燥させることにより、籾水分含有率が 20％以下となるの

で、乾燥費の低減が図れる（図２）。 

７ 立毛乾燥が進んだ状態（籾水分含有率が 18％以下）で雨が降った場合でも、晴天で

１日立毛乾燥させることにより、降雨前の水分含有率に戻る（図３）。 

 

［留意事項］ 

立毛乾燥とは、収穫を遅らせ、圃場で籾を乾燥させることによって、乾燥機の燃料等の

コストを低減させる技術である。飼料用米の生産・給与技術マニュアル＜２０１１年度版

様式  



＞（独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構）では、25 石の循環式乾燥機で仕上

がり籾質量２ｔの「べこごのみ」において、成熟期（籾水分 25.5%）に比べ立毛乾燥後(籾

水分 19.1%)では灯油消費量が 42％、消費電力が 45％、乾燥時間が 40％に低減した事例が

報告されている。 

［普及対象地域］ 

県内全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

 

 

 

 

 

 

 

図１  栽植密度、基肥、穂肥窒素量を変えて栽培した「べこあおば」の粗玄米重  

注１）千葉市の半湿田（壌土）にて栽培、２月に牛ふん堆肥１t/10a を施用、５月８日移植 

２）指定のない場合、栽植密度は 18 株/㎡、基肥窒素は６kg/10a、穂肥窒素は３kg/10a で栽培 

３）出穂期は 7 月 26 日、成熟期は９月９日 

４）縦バーは標準誤差  

 

表１ 成熟期以降の倒伏程度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ kg/10a）  （ kg/10a）  （ kg/10a）  

べこ
あおば

ちば
28号

べこ
あおば

ちば
28号

成熟期 0.0 1.0 797 719

成熟後30日 1.5 3.5 781 711

注１）４月26日に移植、成熟期は「べこあおば」が
　　　９月６日、「ちば28号」が８月31日
　２）倒伏程度は０（無）～５（甚）の６段階評価
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［その他］ 
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図３ 「べこあおば」の降雨後の 

籾水分の推移  

（積算降水量 112mm）  

図２ 「べこあおば」の成熟期以降の 

籾水分の推移（晴天条件の場合）  
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